
藤
原
朝
臣
久
徴
宝
□
樹
数
株
于
天
女
以
修

造
焉
　
　
天
保
十
五
年
三
月
十
五
日
」

工
事
は
一
宮
藩
の
家
臣
・
岩
堀
市
兵
衛

が
設
計
し
、
一
宮
で
代
々
名
主
を
つ
と
め

た
中
村
吉
兵
衛
が
完
成
さ
せ
た
も
の
と
伝

わ
り
ま
す
。
な
お
、
洞
庭
湖
か
ら
一
宮
の

市
街
地
へ
流
れ
る
水
路
は
岩
堀
の
名
前
を

と
っ
て
、「
市
兵
衛
堀
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
戦
前
・
戦
後
に
か
け
て
洞
庭
湖

を
含
め
た
周
辺
は
、
桜
の
名
所
・
観
光
地

と
し
て
、
栄
え
、
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

【
問
合
せ
】
教
育
課 

☎(

42)

１
４
１
６

洞ど
う
て
い
こ

庭
湖
は
江
戸
時
代
末
期
、
一
宮
藩

主
・
加
納
久ひ
さ

徴あ
き
ら（
詳
細
は
「
広
報
い
ち
の

み
や
」
平
成
30
年
2
月
号
７
ペ
ー
ジ
を
参

照
）
が
灌
漑
用
に
造
ら
せ
た
湖
で
、
広
さ

は
約
6
．
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
名
称
は
中
国

の
湖
南
省
に
あ
る
「
洞
庭
湖
」
に
因
ん
だ

も
の
で
す
。

記
念
碑
は
天
保
15
年
（
１
８
４
４
）
に

建
立
さ
れ
、
文
面
は
岩
手
県
に
あ
る
「
多

賀
城
碑
」（
国
重
要
文
化
財
）
に
な
ら
っ
た

も
の
で
、
町
の
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま

す
。碑

文
は
左
記
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

「
洞
庭
　
去
大
田
喜
　
四
里

　
　
　
去
勝
浦
　
　
七
里

　
　
　
去
長
者
町
　
二
里

　
　
　
去
東
金
街
　
五
里

　
　
　
去
藻
原
　
　
二
里

　
　
　
去
長
南
　
　
三
里

此
地
享
保
十
二
年
丙
午
従
五
位
下
藤
原

朝
臣
久
道
始
所
受
領
地
六
世
孫
子
従
五
位

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は
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一
宮
町
の
文
化
財
⑮
」

洞
庭
湖
記
念
碑

い
よ
い
よ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
１
年
足

ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
本
体
に
つ
い
て
、
い
ま
だ
に
は
っ
き

り
し
な
い
こ
と
が
多
く
、
町
の
皆
様
も
、
地

元
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
関
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
戸
惑
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と

存
じ
ま
す
。

特
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
内
に
は
、
イ

ベ
ン
ト
会
場
が
設
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
こ
に

ど
の
よ
う
に
地
元
が
関
わ
れ
る
の
か
、
い
ま

ひ
と
つ
判
然
と
し
ま
せ
ん
。
一
宮
町
が
サ
ー

フ
ィ
ン
会
場
に
決
ま
っ
た
当
初
は
、
イ
ベ
ン

ト
へ
の
地
元
の
参
加
も
期
待
し
た
い
ね
、
と

の
声
も
関
係
者
か
ら
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
具
体
的
な
要
請
や
オ
フ
ァ
ー
が
来
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

一
方
、
町
で
は
、
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
開
催
時
、
役
場
周
囲
に
お

い
て
、
７
月
26
日
か
ら
８
月
２
日
ま
で
、
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
べ
く
、
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ち
な
む
イ
ベ

ン
ト
と
い
っ
て
も
、
規
模
の
小
さ
な
わ
た
く

し
ど
も
で
す
か
ら
、
身
の
丈
に
合
っ
た
レ
ベ

ル
の
も
の
を
考
え
て
い
ま
す
。
保
健
セ
ン

タ
ー
前
の
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
、
農
林

商
工
祭
や
芸
能
音
楽
祭
な
ど
を
合
わ
せ
た
形

の
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

ブ
ー
ス
と
ス
テ
ー
ジ
を
中
心
と
し
た
会

場
と
し
、
飲
食
や
参
加
体
験
を
通
じ
て
、
来

訪
者
の
方
に
わ
れ
わ
れ
の
文
化
活
動
を
共

有
し
て
頂
く
こ
と
を
主
軸
に
し
て
、
一
宮
町

の
方
々
を
中
心
に
、
周
辺
各
自
治
体
な
ど
か

ら
も
ご
出
展
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
時
間
的
に
は
、
暑
い
時
期
で
す
の

で
、
夕
方
４
時
か
ら
８
時
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
盆
踊
り
や
夜
市
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
役

場
と
保
健
セ
ン
タ
ー
が
至
近
な
の
で
、
緊
急

対
応
も
容
易
で
す
。
若
干
手
狭
感
は
あ
り
ま

す
が
、
諸
条
件
か
ら
考
え
る
と
、
こ
こ
が
一

番
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
選
び
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
、
詳
細
を
決
め
て
、
町
や
近
隣

市
町
村
の
皆
様
に
、
幅
広
く
ご
参
加
の
意
向

調
査
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
具
体
的
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
考

え
ま
す
。
町
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

是
非
と
も
、
こ
の
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
お
力
添
え
を
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で

は
あ
り
ま
す
が
、
実
は
、
開
催
地
の
ロ
ー
カ

ル
文
化
の
発
信
も
、
重
要
な
コ
ン
セ
プ
ト
な

の
だ
そ
う
で
す
。
皆
さ
ま
と
ご
一
緒
に
、
日

本
中
・
世
界
中
の
方
々
に
、
わ
た
く
し
ど
も

の
地
域
文
化
の
姿
を
、
精
一
杯
ア
ピ
ー
ル
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

一宮町長
馬淵 昌也

▲　洞庭湖記念碑▲　洞庭湖の景観
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